
２級 解答・解説 
第１問（20点） 

解 答 

仕 訳

借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額 

１ 
売 掛 金

売 上 原 価 

450,000 

360,000 

売 上 

商 品 

450,000 

360,000 
Ａ 

２ 

繰 越 利 益 剰 余 金 1,950,000 未 払 配 当 金 

利 益 準 備 金 

別 途 積 立 金 

1,500,000 

150,000 

300,000 

Ａ 

３ 

建 物 

修 繕 引 当 金 

修 繕 費

780,000 

360,000 

450,000 

当 座 預 金 1,590,000 

Ａ 

４ 
仮 受 消 費 税 144,000 仮 払 消 費 税 

未 払 消 費 税 

100,800 

43,200 
Ａ 

５ 
長 期 前 払 費 用 

広 告 宣 伝 費 

2,106,000 

58,500 

普 通 預 金 

長 期 前 払 費 用 

2,106,000 

58,500 
Ｂ 

仕訳１組につき４点 合計20点 

Ａ：確実に正解したい  ０：資料からの数値変更なし 

Ｂ：できれば正解したい ：難易度高いため、後回し 

２．剰余金の処分

株主総会で繰越利益剰余金の処分が決定した。利益準備金への積立ては会社法の定

める金額とする。

Point
繰越利益剰余金の残高

￥4,500,000をすべて

処分するわけではな

い。 

積立上限額＝資本金の

額の４分の１－（資本

準備金＋利益準備金） 

株主配当金の10分の１

を準備金に積み立てる

必要があるが、積立上

限額までとなる。 

（ 繰 越 利 益 剰 余 金 ） 1,950,000 ＊３ （ 未 払 配 当 金 ） 1,500,000 ＊１ 

（ 利 益 準 備 金 ） 150,000 ＊２ 

（ 別 途 積 立 金 ） 300,000 

＊１ ＠￥750×2,000株＝￥1,500,000（株主配当金） 

＊２ ￥12,000,000× 
１

４
 ＝￥3,000,000（資本金の額の４分の１） 

￥3,000,000－(￥2,400,000＋￥240,000)＝￥360,000（積立上限額）…① 

￥1,500,000× 
１

10
 ＝￥150,000（株主配当金の 10 分の１）…② 

①＞②より、￥150,000（利益準備金の積立額） 

＊３ ￥1,500,000＋￥150,000＋￥300,000＝￥1,950,000 

３．資本的支出・収益的支出 

建物の修繕を行い、代金は小切手を振り出して支払った。￥780,000は資本的支出に

該当し、残額は収益的支出に該当する。修繕引当金の残高があるので取り崩す。

Point
建物の免震機能を向上

させる効果があるとい

うことは、建物の価値

を高めることになるた

め、資本的支出に該当

する。 

修繕引当金を先に取り

崩し、引当金の残高を

超えた金額は修繕費勘

定で処理する。 

（ 建 物 ） 780,000 （ 当 座 預 金 ） 1,590,000

（ 修 繕 引 当 金 ） 360,000 

（ 修 繕 費 ） 450,000 ＊ 

 ＊ ￥1,590,000－￥780,000－￥360,000＝￥450,000 

４．消費税（税抜方式）

決算にあたり消費税の処理を行う。税抜方式を採用している。

Point
仮受消費税＞仮払消費

税の場合、差額を未払

消費税勘定で処理す

る。 

仮受消費税＜仮払消費

税の場合、差額を未収

還付消費税勘定で処理

する。 

（ 仮 受 消 費 税 ） 144,000 （ 仮 払 消 費 税 ） 100,800 

（ 未 払 消 費 税 ） 43,200 ＊ 

 ＊ ￥144,000－￥100,800＝￥43,200 

５．長期前払費用

今後３年分の広告料金を普通預金口座から支払った。総額をいったん資産計上する

が、そのうち当月分（１か月分）を費用に振り替える。 

Point
問題文の指示通り、総

額をいったん資産計上

する。 

３年分＝36か月分 

（ 長 期 前 払 費 用 ） 2,106,000 （ 普 通 預 金 ） 2,106,000

（ 広 告 宣 伝 費 ） 58,500 ＊ （ 長 期 前 払 費 用 ） 58,500

 ＊ ￥2,106,000× 
１か月

36か月
 ＝￥58,500 

取引の仕訳

取引の概略

取引の仕訳

取引の概略

取引の仕訳

取引の概略

取引の仕訳

取引の概略
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２級 第２予想 解答・解説 
第１問（20点） 

解 答 

仕  訳

借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額

１ 
売 掛 金

売 上 原 価

450,000 

360,000 

売 上 

商 品 

450,000 

360,000 
Ａ 

２ 

繰 越 利 益 剰 余 金 1,950,000 未 払 配 当 金

利 益 準 備 金

別 途 積 立 金

1,500,000 

150,000 

300,000 

Ａ 

３ 

建 物 

修 繕 引 当 金

修 繕 費

780,000 

360,000 

450,000 

当 座 預 金 1,590,000 

Ａ 

４ 
仮 受 消 費 税 144,000 仮 払 消 費 税 

未 払 消 費 税

100,800 

43,200 
Ａ 

５ 
長 期 前 払 費 用

広 告 宣 伝 費

2,106,000 

58,500 

普 通 預 金

長 期 前 払 費 用

2,106,000 

58,500 
Ｂ 

仕訳１組につき４点 合計20点 

解き方

解答にあたって

１．問題文をよく読み、取引の内容を整理します。読み飛ばさないように、重要な箇

所にチェックを入れましょう。

２．該当する勘定科目を選択し、金額を算定して、答案用紙に記入します。借方の合

計と貸方の合計が一致することを確認しましょう。

３．勘定科目と金額が対応していれば、借方（または貸方）に記入する順番は、気に

する必要はありません。

Point
与えられた勘定科目以

外のものを使用した場

合は不正解となる。 

漢字の間違い・略字の

使用は不正解となる。 

金額は３桁ごとにカン

マ（例 1,000,000）を

付けたほうが、数値の

確認がしやすい。 

仕訳のポイント

１．売上原価対立法

商品を掛けで売り上げた。商品売買に関して売上原価対立法で記帳している。

Point
売上原価対立法：仕入

時に商品勘定に記入

し、販売のつど、売上

原価を商品勘定から売

上原価勘定に振り替え

る方法。 （ 売 掛 金 ） 450,000 （ 売 上 ） 450,000 ＊１ 

（ 売 上 原 価 ） 360,000 ＊２ （ 商 品 ） 360,000 

＊１ ＠￥1,500×300個＝￥450,000 

＊２ ＠￥1,200×300個＝￥360,000 

取引の仕訳

取引の概略

Step 1

Step 0

Ａ：確実に正解したい ０：資料からの数値変更なし 

Ｂ：できれば正解したい ：難易度高いため、後回し 
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第２問（20点） 

解 答 

問１ 

建 物 の 減 価 償 却 費 の 総 額 ￥ Ｂ ★ 782,400

問２ 

車両運搬具の減価償却費の総額 ￥ Ａ ★ 324,000

問３ 

 備 品

年 月 日 摘 要 借 方 年 月 日 摘 要 貸 方 

28 ４ １  前 期 繰 越 ( Ａ 1,680,000 ) 29 ３ 31  次 期 繰 越 ( Ｂ 2,760,000 ) 

28 10 １ ( 営業外支払手形 ) ( Ｂ☆1,080,000 )

( 2,760,000 ) ( 2,760,000 ) 

備品減価償却累計額 

年 月 日 摘 要 借 方 年 月 日 摘 要 貸 方 

29 ３ 31  次 期 繰 越 ( Ｂ 1,187,250 ) 28 ４ １  前 期 繰 越 ( Ａ

29 ３ 31 ( 減 価 償 却 費 ) ( Ｂ

☆ 735,000 )

☆ 452,250 )

( 1,187,250 ) ( 1,187,250 ) 

ソ フ ト ウ ェ ア

年 月 日 摘 要 借 方 年 月 日 摘 要 貸 方 

28 ４ １  前 期 繰 越 ( Ａ  576,000 ) 29 ２ １ ( 諸 口 ) ( Ｂ

29 ２ １ ( 未未 払 )  ( Ａ☆3,420,000 ) 29 ３ 31  ( Ａ

29 ３ 31 

( ソフトウェア償却 )

次 期 繰 越 ( Ｂ

☆ 576,000 )

☆ 114,000 )

3,306,000 )

( 3,996,000 ) ( 3,996,000 ) 

★ １つにつき４点

☆ １つにつき２点

合計20点 

Ａ：確実に正解したい  

Ｂ：できれば正解したい 

０：資料からの数値変更なし 

：難易度高いため、後回し 



第３問（20点） 

解 答 

 損   益 計 算    書 
(自平成28年４月１日 至平成29年３月31日) 

( 単位：円 ) 

  Ⅰ 売 上 高  ( ０ 5,202,000 ) 

  Ⅱ 売 上 原 価

 ( ０ 111,600 )  １  期 首 商 品 棚 卸 高

２  当 期 商 品 仕 入 高  ( ０ 2,592,000 )  

合 計  ( Ａ 2,703,600 )  

⑨ ３ 　期 末 商 品 棚 卸 高  ( Ａ 102,000 )  

差 引  ( Ａ 2,601,600 )  

卸 減 耗 損  ( Ａ 6,720 )  ４  棚

５ 商 品 評 価 損  ( Ａ 7,680 ) ( Ａ 2,616,000 ) 

( 売 上 総 利 益 ) ( Ａ 2,586,000 ) 

  Ⅲ 販売費及び一般管理費 

１ 給 料 723,600 

⑰ ２ 保 険 料  ( Ａ★ 97,200 )

⑭ ３ 退 職 給 付 費 用  ( Ａ★ 120,000 )

⑬ ４ 減 価 償 却 費  ( Ｂ★ 532,800 )

① ５ 支 払 リ ー ス 料  ( Ａ 22,800 )

④ ６ 貸 倒 引 当 金 繰 入  ( Ａ 6,600 ) ( Ｂ 1,503,000 ) 

( 営 業 利 益 ) ( Ｂ 1,083,000 ) 

  Ⅳ 営 業 外 収 益  

１ 受 取 配 当 金 11,640 

⑯ ２  受 取 利 息  ( Ａ 3,600 )  

３  有 価 証 券 評 価 益  ( Ａ★ 12,600 )

 ４   為 替 差 益  ( Ａ★ 480 ) ( Ｂ  28,320 ) 

Ⅴ 営 業 外 費 用  

 １ 有 価 証 券 売 却 損 3,600 

⑮ ２ 貸 倒 引 当 金 繰 入  ( Ｂ★ 7,200 ) ( Ｂ  10,800 ) 

( 経 常 利 益 ) ( Ｂ 1,100,520 ) 

  Ⅵ 特 別 利 益

１ 国 庫 補 助 金 受 贈 益 ( ０ 240,000 ) 

  Ⅶ 特 別 損 失

 １ 固 定 資 産 圧 縮 損  ( ０ 240,000 ) 

税 引 前 当 期 純 利 益  ( 1,100,520 ) 

法人税、住民税及び事業税 ( ★ 332,460 )

⑲ ( 当 期 純 利 益 ) ( 768,060 ) 

貸借対照表に記載される金額 

現 金 預 金 ￥ Ａ★ 970,200

商 品 ￥ Ａ★ 87,600

その他有価証券評価差額金 ￥ Ａ★ △1,800 （注）評価損相当の場合、金額の前に△にて示すこと。 

★ １つにつき２点 合計20点

Ａ：確実に正解したい  ０：資料からの数値変更なし 

Ｂ：できれば正解したい ：難易度高いため、後回し 

（ 減 価 償 却 費 ） 324,000 ＊ （ 車両運搬具減価償却累計額 ） 324,000 

Point
営業車

生産高比例法 

残存価額は取得原価の

10％

生産高比例法は利用し

た分だけ減価償却費を

計上する。 

＊ ￥1,440,000×0.9× 
45,000㎞

180,000㎞
 ＝￥324,000 

車両運搬具の減価償却費の総額：￥324,000

（ ソフトウェア償却 ） 114,000 ＊ （ ソ フ ト ウ ェ ア ） 114,000 

Point
システムＢ

期中取得 

当期２か月経過 

定額法 

残存価額ゼロ 

耐用年数５年 

償却率0.200

＊ ￥3,420,000×0.200× 
２か月

12か月
 ＝￥114,000 

諸勘定への記入

備品勘定 

前期繰越：￥1,680,000（備品Ａの取得原価）

備品減価償却累計額

前期繰越：￥735,000（前期末における備品Ａの減価償却累計額）

ソフトウェア勘定

前期繰越：￥576,000（前期末におけるシステムＡの償却額控除後の金額）

Point
諸勘定の増減に関わる

取引の仕訳にもとづい

て勘定記入する。 

仕訳のつど、勘定記入

を行うと効率的であ

る。 

Step 3

ソフトウェア

⾞両運搬具
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貸借対照表（答案用紙）

貸 借 対 照 表 
平成29年３月31日

( 単位：円 )

資 産 の 部 負 債 の 部

Ⅰ 流 動 資 産 Ⅰ 流 動 負 債

現 金 預 金  ( ) 電子記録債務 ( ) 

電子記録債権 ( ) 買 掛 金 ( ) 

貸 倒 引 当 金 ( ) ( ) 未払法人税等 ( ) 

売 掛 金 ( ) 流動負債合計 ( ) 

貸 倒 引 当 金 ( ) ( ) Ⅱ 固 定 負 債

有 価 証 券  ( ) 退職給付引当金 ( ) 

商 品  ( ) 固定負債合計 ( ) 

前 払 費 用  ( ) 負 債 合 計 ( ) 

未 収 収 益  ( ) 純 資 産 の 部

短 期 貸 付 金 ( ) Ⅰ 株 主 資 本

貸 倒 引 当 金 ( ) ( ) 資 本 金 ( ) 

流動資産合計  ( ) 繰越利益剰余金 ( ) 

Ⅱ 固 定 資 産 株主資本合計 ( ) 

有 形 固 定 資 産 Ⅱ 評価・換算差額等

建 物 ( ) その他有価証券評価差額金  ( ) 

減価償却累計額 ( ) ( ) 評価・換算差額等合計  ( ) 

備 品 ( ) 純 資 産 合 計  ( ) 

減価償却累計額 ( ) ( )

有形固定資産合計  ( )

投資その他の資産

投資有価証券  ( )

投資その他の資産合計  ( )

固定資産合計  ( )

資 産 合 計  ( ) 負債及び純資産合計  ( ) 

第４問（20点） 

解 答 

仕  訳

借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額 

⑴ 材 料 3,600,000 本 社 3,600,000 Ａ 

⑵ 
仕 掛 品

製 造 間 接 費 

2,700,000 

180,000 

材 料 2,880,000 
Ａ 

⑶ 賃 金 ・ 給 料 5,040,000 本 社 5,040,000 Ａ 

⑷ 製 造 間 接 費 1,200,000 本 社 1,200,000 Ａ 

⑸ 本 社 10,800,000 仕 掛 品 10,800,000 Ａ 

仕訳１組につき４点 合計20点 

Ａ：確実に正解したい  ０：資料からの数値変更なし 

Ｂ：できれば正解したい ：難易度高いため、後回し 
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第５問（20点） 

解 答 

問１ Ａ 2,450 個 

問２ Ａ 6,840,000 円 

問３ Ａ 30 ％ 

問４ Ａ 648,000 円 

問５ Ｂ 720,000 円 

１問につき４点 合計20点 

Ａ：確実に正解したい  

Ｂ：できれば正解したい 

０：資料からの数値変更なし 

：難易度高いため、後回し 




